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（別紙様式４－２）                                                 （特別支援学校用） 

 
熊本県立球磨支援学校 令和４年度（２０２２年度）学校評価表 

１ 学校教育目標 
１ 児童生徒一人一人の能力や適性に応じた教育活動を実践する。 
２ 互いに励まし助け合い、たくましく生き抜く児童生徒を育成する。 
３ 社会的自立や将来の豊かな生活に向けての知識・技能・態度を育てる。 

 

２ 本年度の重点目標 
１ 一人一人の教育的ニーズを把握し、発達や障がいに応じた教育の推進 
（１）児童生徒の実態や教育的ニーズに応じた指導・支援の充実 
（２）危機管理の徹底、安全・安心を守る教育の推進 
２ 基礎的な学力の向上と健康で明るい生活を送るための調和のとれた心身の育成 
（１）人権尊重、人権教育の推進 
（２）いじめ防止に向けた取組の強化 
（３）性に関する指導の充実 
３ 将来の自立と社会参加を目指したキャリア教育の推進と共生社会の実現 
（１）キャリア教育の推進と進路支援の充実 
（２）交流及び共同学習の充実 
４ 教職員の専門性・資質・指導力の向上と組織的・計画的なカリキュラムマネジメントの 

推進 
（１）教科指導や自立活動、日常生活の指導等の専門性の向上 
（２）ＩＣＴ教育の充実・実践 
（３）働き方改革における効果的な教育活動 
（４）不祥事防止の徹底（児童生徒・保護者に寄り添った教育活動） 
５ 家庭、地域、関係機関との連携した教育活動の充実 
（１）保護者・地域社会から愛され支えられるパートナーシップ、ＰＴＡ活動の充実 
（２）関係機関とのネットワーク強化及び地域支援（センター的役割）の充実 

 

３ 自己評価総括表 
  評価項目 

評価の観点 具体的目標 具体的方策 評価 成果と課題 
大項目 小項目 

学校 
経営 
 

学校経営
方針の具
現化 
 

学校教育目標及
び重点目標を意
識した実践がで
きたか 

職員一人一人
が組織の一員
としての意識
を高め、重点
目標を踏まえ
た日々の実践
に努める。 

・学校教育目
標及び本年度
の重点目標に
ついて共通認
識を図る。 
・業績評価の
面談等におい
て、重点事項
を踏まえた目
標になってい
るか確認を行
う。 
・総務会、運
営委員会にお
いて、目標に
向けた取組の
進捗状況や課
題の共有を図
る。 

Ａ ・本校の課題を共
有し、学校教育目
標に沿った「めざ
す学校の姿」及び
各学部「めざす児
童生徒像」を設定
し、教育活動を実
践した。 
・職員一人一人が
業績評価において
、本年度の重点事
項を踏まえた目標
を設定し、日々の
実践に努めた。 
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働き方改
革の推進 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・学校全体で働
き方改革を推進
することができ
たか 

・教職員の安
全確保と健康
の保持増進を
図るとともに
、教育活動に
専念できる労
働環境を確保
することによ
り、月４５時 
間以上の超過
勤務者の延べ
数を昨年度の 
９割以下にす
る。 

・労働安全衛
生委員会で労
働環境の実態
を把握し、具
体的な対応策
を検討する。 

Ｂ ・毎月労働安全委
員会を実施し、月
４５時間以上の超
過勤務者について
把握している。 
・管理職や衛生管
理者を中心に、定
時退勤日や１９時
退勤の呼びかけを
行っている。 
・月４５時間以上
の超過勤務者の延 
べ数減少は達成で
きていない。 
（12月末現在の45
時間を超えて勤務
した職員は延べ79
名）。 

業務改善 

 

・学校全体で業
務改善に取り組
むことができた
か 

・業務縮減、
効率化を意識
した行事、会
議の精選を図
る。 
・ＩＣＴを活
用した業務の
効率化を図る
。 

・各種会議、
研修の開催頻
度、時期、内
容等の見直し
を図り業務改
善に繋げる。 
・会議資料等
のペーパーレ
スを推進し、
会議や研修の
効率化と職員
の負担軽減を
図る。 
・今年度中に
学校情報化優
良校認定を目
指す。 

Ａ ・学部、分掌部単
位で、会議の開催
頻度の見直しや時
間短縮を行った。 
・会議や業務遂行
においてＩＣＴ機
器の活用を推進。 
・コピー用紙使用
量は昨年度比45,00
0枚減（R4.12月末
現在）。 
・学校情報化優良
校取得に向けて現
在申請中、今年度
取得予定。 

 
授業 
の充実 
 

学習指導
の改善と
カリキュ
ラムマネ
ジメント
につなが
る学習評
価の充実 
 
 

職員一人一人が
カリキュラムマ
ネジメントを意
識し、次年度の
教育課程編成に
活用することが
できたか 

・職員の授業
力や指導力を
高める。 
 

・校内職員授
業参観を行い
、他の教員の
指導や支援方
法から学び、
授業改善を行
う。 
 

Ｂ オンラインでの開催
や１１月１２月の実
施だったので、参加
する職員が少なかっ
た。 
職員のニーズの把握
が上手くできなかっ
た。 

 ・学習評価 
（観点別評価
、授業評価）
を行う。 

・学習評価か
ら目標や学習
内容、学習グ
ループ等の検
討を行う。ま
た学部研など
を活用し、グ
ループごとに
授業の振り返
りを行い、授
業改善に努め
る。 

Ｂ 数値化した授業評価
をもとに、各学部で
題材、目標設定の見
直し、教材教具、指
導展開の工夫などの
話し合いを実施。ま
た授業評価を根拠に
教育課程編成を行う
ことができた。各学
部の課題点を整理し
、次年度以降の志向
を考えることができ
た。 

 ・すべての職
員で教育課程
を編成する。 

・個別の指導
計画、学習評
価、授業評価
シート等のデ
ータの活用方

Ａ 教務部や研究部の職
員が教育課程編成の
流れや会議を促進す
るためのポイントを
理解したことで各学
部会議において教育
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法を整理して
学校で共通理
解を図り、教
育課程編成を
円滑に行う。 

課程検討に関する話
し合いの活性化が見
られた。職員向けに
実施したアンケート
においても「（一人
ひとりが）編成に参
画した」「活発な話
し合いだった」と答
えた職員は９５％以
上だった。今後はよ
り効率的に教育課程
の検討を行うために
小グループでの話し
合いの機会の設定、
細かな年間計画の調
整を図る必要がある
。 

キャリ
ア教育 
(進路 
指導) 

キャリア
教育の充
実 
 
 

キャリア教育の
視点の理解を深
めることができ
たか 

・キャリア教
育で育てたい
力を各教科領
域での取り扱
う内容毎に整
理し、授業作
りに生かす。 

・キャリア教
育の視点で整
理した育てた
い力一覧表を
年度初めに職
員に提示し、
小、中、高一
貫したキャリ
ア教育の推進
を図る。 

Ｂ 年度当初にキャリ
ア教育育てたい力
一覧表を職員に提
示し、授業や行事
ごとのキャリア教
育の視点を確認す
るように行い、日
頃の活用に生かし
た。 

進路支援
の充実 
 
 

一人ひとりの児
童生徒に応じた
進路指導ができ
たか 

・中学部３年
生９人高等部
３年生１５人
の進路実現を
図る。 

・生徒と保護
者が事業所の
仕事内容や条
件を分かりや
すく閲覧でき
る事業所ガイ
ドブックを改
良し、現場実
習の事前学習
や事後学習、
進路面談で活
用する。 
・卒業後の進
路先について
職員研修を行
い、生徒自身
が自分で納得
し進路決定で
きる一助とす
る。 
・高等部３年
生の進路決定
に際しては、
ケース会議を
開き、様々な
視点から、チ
ームとして生
徒の適性と進
路先を考える
。 

Ａ ・事業所ガイドブッ
クを改定し、高等
部全クラスに配付
をはじめ、各学部
に活用について知
らせ進路面談等に
役立てることがで
きた。また、関係
機関と連携して就
労移行支援施設の
紹介スライド作成
を行い、高等部の
授業や面談で活用
した。 
・「卒業後の進路
先について」「卒
業後の生活を考え
る」研修を設定し
た。動画やインタ
ーネット配信で実
施。 
・高等部３年生の
進路決定について
は、関係機関と連
携をして進路先を
進めることができ
た。 
 

生徒 
(生活) 
指導 

問題行動
等の未然
防止 
 
 

生徒指導等に関
わる情報を共有
し、全職員の共
通理解のもとで
生徒指導を実施
することができ
たか 

・生徒指導上
の問題事案等
について、職
員間で情報共
有を行う。 
・一貫した指
導ができるよ
う、共通理解

・分掌部会で
生徒指導に関
する情報共有
を行い、共通
理解を図る。 
・保護者、児
童生徒と連携
、情報共有を

Ｂ ・分掌部会において
毎回、生徒指導に係
る問題事案について
情報共有を行い、問
題事案の周知につい
ても、適宜行うこと
ができた。 
・１１月と１２月の



4 

 

を図りながら
生徒指導を実
施する。 

行い、実情に
応じた制服の
選定を行う。 

２回、保護者代表も
参加して制服等選定
委員会を実施した。
現行の仕様を基に、
中学部、高等部同じ
制服を採用する形式
で次年度からの業者
を選定することがで
きた。 

安全な登
下校指導
及び関係 
機関との
連携 
 
 

児童生徒の安全
・安心な登下校
体制を構築する
ことができたか 

・自力通学生
に対する登下
校指導と通学
路の安全確認
を徹底する。 
・利用する児 
童生徒が安心
・安全に通学
バスを利用で
きる体制を整
える。 

・定期的に登
下校指導を実
施し、通学路
に危険箇所が
ないか安全確
認を行い、職 
員間で情報共
有を行う。 
・学期ごとの
乗車指導、バ
ス会社との情
報交換会、保
護者向けの利
用規約の説明
会を実施し、
運行における
安心・安全な
乗車体制の共
通理解を図る
。 

Ｂ ・自力通学生につい
ては、家庭訪問に合
わせ通学時の経路の
安全確認を行うこと
ができた。 
・登下校指導につい 
ては、月１回の分掌
部会において登下校
時の様子について情
報共有を行った。そ
の際の課題を踏まえ
、１０月に警察署と
協力した交通安全教
室を実施することが
できた。 
・毎学期始め１回ず
つ通学バスの乗車指
導を実施し、分掌部
会で乗車の様子につ
いて情報共有を行っ
た。また、必要に応
じて乗車指導も適宜
行ったことで、バス
会社とも連携を図り
ながら安全・安心な
バス運行ができた。 

人権教
育の推
進 

人権教育
に関する
取組 
 
 

人権教育の推進
はできたか 

・学校全体で
人権学習を推
進する体制を
整える。 
・各学部の発
達段階に応じ
た実体に即し
た人権教育を
実践する。 

全ての教育
活動で、各
学部の知的
側面(人権問
題を知るこ
と)、価値的
・態度的側
面(自分も他
者も大切に
思う心)、技
能的側面(気
持ちを適切
に伝え正し
く行動する)
を全職員が
意識する。 

Ａ ・４月の全体研修
会において、今年
度の人権教育の方
向性について、全
職員へ周知した。
併せて、熊本県の
取組の重点につい
ても話をしたこと
で、人権に関わる
内容について周知
できた。校内人権
教育推進委員会で
とりまとめた内容
については、回覧
板を活用して全職
員へ周知し、校内
での取組を共有す
ることができた。 
・人権教育推進委
員会で、各学部の
人権学習について
報告。各教科との
関連性や、発達段
階に応じた学習内
容の工夫、児童生
徒の実態に応じた
人権学習の充実及
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び日々の実践がな
されている。 

全職員の意識が
高まり、人権意
識が高まったか 

・校内外の研
修会へ積極的
に参加するこ
と等により、
全職員の基本
的認識の深化
を図る。 
・実践的指導
力の向上を図
る。 

・職員が互
いの教育実
践上の課題
等について
日常的に相
談し合える
ようにする
とともに自
由な意見交
換のできる
研修等の実
施により人
権問題に対
して正しい
理解を深め
る。 

Ａ ・「熊本県人権啓
発Web講座」を活用
した自主研修及び
「進路保障」「菊
池恵楓園現地研修
」「部落解放研究
会」等の研修へ参
加した。集合型の
研修実施が難しい
中、Web講座を活用
したことで、職員
一人一人が感心の
ある人権課題につ
いて知り、学びを
深めることができ
た。 
・「人権教育の推
進」に向けて校内
研修を実施した。
研修後のアンケー
トから、同和問題
やさまざまな人権
課題について自分
事として捉えるこ
とや人権教育の視
点をもって学習計
画を立てたり授業
実践をしたりする
意識を高めること
ができたが、実践
的指導力の向上を
図るには、より具
体的な研修内容・
計画・方法の工夫
が必要である。 

命を大切
にする心
を育む指
導 
 

自他の命を大切
にする心や人権
を尊重する態度
を育むことがで
きたか 

・人権が尊重
される人間関
係づくり、人
権が尊重され
る学習活動、
人権が尊重さ
れる環境づく
りを柱にして
、人権が尊重
されている教
育の場として
の学校を目指
す。 

すべての教科
等の授業で、
「自己肯定感
を育む支援」
、「自己選択
・決定の場」
等の工夫を行
うことにより
、「人権が尊
重される授業
づくり」を行
う。 

Ａ ・各教科との関連
を図った人権学習
の計画立案・授業
実施・児童生徒の
授業前後の姿の変
容等について、人
権教育推進委員会
の中で報告し合い
、活発な意見交換
ができた。各学部
において、人権教
育の視点を意識し
た授業計画・授業
実施がなされてい
た。推進委員会で
使用した配付資料
・議事録について
は全職員に周知し
、学校全体として
人権教育の取り組
みについて知る機
会をつくった。ま
た、小学部、中学
部、高等部の人権
学習のつながりが
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見えるよう、これ
までの略案をとり
まとめた。学校全
体となって人権が
尊重される教育が
実践できるよう、
情報提供及び共有
することができた
。 

いじめ
の防止
等 

いじめ問
題の未然
防止対策 
 
 

・児童生徒の実
態に応じた実態
把握と様子観察
を日頃から行う
ことができたか 
 

・いじめの起
こりにくい環
境や状況をつ
くる。 
・日頃から児
童生徒の様子
の変化に気づ
けるようにす
る。 
 

・ストレスマ
ネジメント、
カウンセリン
グマインド等
の視点をもっ
て児童生徒と
関わるように
する。 
・学期１回の
心のアンケー
ト調査の実施 
といじめ防止
対策委員会を
実施し必要な
情報を全職員
で共有する。 

Ｂ ・日常生活におけ
る様子観察の重要
性について全体に
周知した。学校全
体で児童生徒の様
子観察を行うこと
ができた。スクー
ルカウンセラーは
１件活用した。 
・学期に１回ずつ
心のアンケートを 
実施したアンケー
トを行う際には、
アンケート回答の
留意点や、いじめ
と疑われる事案の
書き込みがあった
場合の組織的対応
について全体に周
知することができ
た。 

 いじめ問
題の組織
的対応 
 
 

・いじめ問題に
ついて組織的か
つ継続的な対応
に取組むことが
できたか 

・いじめ問題
に対する職員
の感度を高め
、いじめ問題
に対する対応
を組織的に行
う。 

・いじめ問題
に対して、組
織的対応の重
要性について
研修を通して
共通理解を図
る。 
・いじめ防止
対策委員会の
中で、いじめ
問題に対して
適切な対応を
確認し、解消
に向けた継続
的な取組等に
ついて情報共
有する。 

Ｂ ・いじめ問題未然
防止に関する研修
を５月に実施し、
組織的対応や情報
集約担当者の業務
について周知を行
うことができた。 
・校内のアンケー
トの集計体制等に
ついて、外部専門
家の意見も交えな
がらアンケートの
有用性を高めるこ
とができた。不登
校や教室で授業を
受けることが難し
い生徒に対しての
支援の在り方につ
いて外部専門家に
意見を伺い、校内
での指導に生かす
ことができた。 

地域 
支援 

センター
的機能の
充実 
 
 

人吉球磨地域の
特別支援教育の
拠点として、地
域へ向けて積極
的な発信と取組
の充実を図るこ
とができたか 

・地域の学校
等や関係機関
へ本校の役割
や特別支援教
育の情報を積
極的に発信す
る。 

・教育相談の
リーフレット
を更新し、学
校ホームペー
ジに掲載する
。 
・「球磨支援
通信」の内容
をさらに充実
させる。巡回

Ａ ・今年度初めに教
育相談のリーフレ
ットを作成し、ホ
ームページに掲載
した。また巡回相
談の中で相談の活
用方法について周
知した。児童生徒
個人の相談だけで
なく、クラス参観
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相談や研修等
、様々な機会
において巡回
相談等のさら
なる活用につ
いて周知し、
地域の特別支
援教育の充実
を図る。 

や担任との教育相
談などの相談が増
えた。 
・現在２号発行し
ている。今後発行
していく予定であ
る。 

 ・本校コーデ
ィネーター及
び職員の専門
性向上を図る
。 

・校務支援シ
ステムを利用
し、巡回相談
や研修等の内
容について職
員へ情報提供
を行う。 
・コーディネ
ーターの巡回
相談等への同
行により、対
応についての
専門性を高め
る。校内研修
等の実施によ
り、本校教職
員の専門性向
上を図る。 

Ｂ ・摂食とトランス
ファーに関する研
修を実施した。基
本的な内容が主だ
ったが、事後アン
ケートでの職員の
満足度は高かった
。 
・多良木町小・中
学校の職員と本校
職員との合同研修
会においては、事
前に本校のニーズ
について講師に伝
えることで充実し
た研修を実施でき
た。 
・新型コロナウイ
ルス感染症の感染
状況等を鑑みなが
ら、可能な範囲で
巡回相談への同行
を実施した。 

交流及び
共同学習
の充実 

各学部において
地域との交流及
び共同学習の充
実を図ることが
できたか 

・令和６年度
の校舎移転を
見据え、近隣
の学校との学
校間交流にお
いて、相互の
児童生徒が活
動の楽しさを
感じ取ること
ができるよう
な交流を行う
。 

・各学部でコ
ロナ禍におけ
る学校間交流
の内容を検討
し、オンライ
ン交流や動画
、作品等の交
流を実施する
。 
・年度末には
担当者間で反
省を行い、次
年度の方向性
を決めておく
。 

Ｂ ・小学部、８校、
中学部、２校、高
等部、５校交流及
び共同学習を実施
した。オンライン
形式が中心であっ
た。内容について
は、作品を一緒に
作ったりボッチャ
で対戦したりする
など工夫して行う
ことができた。ま
た、少ない時間で
はあるが対面で作
品を渡し合う活動
も実施することが
できた。 

保健安
全管理 

学校保健
の充実 
 

う歯及び歯周疾
患の予防に向け
た指導の充実と
歯科受診等の家
庭への啓発が図
れたか 

・担任と養護
教諭が連携し
、歯磨きの習
慣化に向けた
指導（歯みが
きのポイント
・歯ブラシチ
ェック等）や
歯周疾患予防
に向けた指導
を、歯と口の
健康週間等を
活用し取り組

・６月、１１
月に歯と口の
健康に関する
情報を職員・
家庭に知らせ
る 
・歯ブラシの
交換時期をほ
けんだより等
で知らせたり
、自分で判断
できる児童生
徒へは歯みが

Ｂ ・６月にほけんだ
よりを活用し、家
庭へ歯と口に関す
る情報発信を行っ
た。校内では掲示
物を活用した情報
発信を行った。 
・歯ブラシの交換
について、ほけん
だよりや連絡帳を
活用して行動を促
した。 
・１１月のいい歯
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んでいく。 
・歯科検診事
後指導（受診
率のアップ・
受診につなが
らない理由を
知り解決方法
を一緒に考え
る等）を家庭
と連携しなが
ら行っていく
。 

きをする場所
へ掲示したり
することで気
づきや行動を
促す。 
・個人に合っ
た歯みがきの
方法について
、児童生徒本
人や担任・保
護者に知らせ
る。 

の日の前後10日間
を歯科保健指導の
期間とし、担任と
連携しながら、集
団または個別のブ
ラッシング指導実
施、検診後の受診
勧告書の再発行、
歯ブラシ交換目や
すの周知・呼びか
け、あいうべ体操
の取り組み等を実
施した。 

性に関する指導
の充実が図れた
か 

・「性に関す
るアンケート
」（保護者向
け、教員向け
）の分析結果
を反映させ、
児童生徒の生
活年齢や発達
段階を考慮し
た指導を行い
、目標の達成
度、理解度、
改善点等を性
教育推進委員
会にて検討す
る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・性教育推進
委員会の中で
、「性に関す
るアンケート
」で保護者の
ニーズ及び教
員が指導が十
分ではない項
目として上位
に挙げていた
内容について
、取組の達成
状況を確認す 
る。 
・「性に関す
るアンケート
」を各学部新
１年生と小学
部新４年生の
保護者に実施
し、担任へア
ンケート結果
を報告する。
また、教員を
対象としたア
ンケートを実
施し、次年度
の年間計画へ 
生かす。 

Ｂ ・保護者への「性
に関するアンケー
ト」を実施した。 
・担任にアンケー
ト結果をまとめた
ものを報告した。 
・アンケート結果
をもとに、夏季休
業中に研修を実施
した。 
・アンケート結果
をもとに、次年度
の性に関する教育
についての年間計
画の見直しを各学
部で行っている。 

・ＬＧＢＴを
はじめとした
性の多様性や
性加害、性被
害について、
職員の理解促
進を図るため
の研修を年１
回以上実施す
る。 

・ＬＧＢＴを
はじめとする
性の多様性や
性被害、性加
害について、
正しい理解を
図るための情
報提供や、性
に関する指導
を行う上での
職員の悩みや
要望を聞き取
る無記名アン
ケート等を実 
施する。 

Ａ ・「ゆあさいどく
まもと」から講師
をお招きし、「性
被害・性加害」に
ついての職員と保
護者への講演を実
施した。 
・公演後、職員と
保護者にアンケー
トを実施したが、
とても満足度が高
かった。 
 

学校安全
の充実 
 

安全管理、生活
安全に関する取
組の充実による
安全安心な学校
づくりができた

・毎月の安全
点検の確実な
実施と、その
後の迅速な対
応を目指す。 

・毎月学部に
向けて保健体
育部職員より
、安全点検及
びデータベー

Ｂ ・安全点検で異常
が見つかった際に
は、速やかに事務
に報告し、対応を
検討することがで
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か  スへの記入に
ついて呼び掛
けを行う。 
・安全点検で
異常が見つか
った際は、安
全点検担当と
事務部で連携
し、迅速に調
査、修繕、業
者依頼等を行
う。 

きた。 

・災害発生等
の緊急時の対
応について、
職員が十分に
理解し適切に
対応できるよ
う、マニュア
ルの確認、訓
練の実施を行
う。 
 

・災害時等の
簡易版マニュ
アルを作成し
、緊急時に教
室等で確認し
ながら対応で
きるようにす
る。 
・訓練では、
避難経路の捜
索、人員報告
、通報等の最
重点事項につ
いて全職員で
事前に共通理
解を図る場を
設ける。 
 

Ｂ ・「安全対策マニ
ュアル」をGoogle
ドライブにあげて
、職員がいつでも
確認できるように
している。 
・教室等で確認用
のマニュアルにつ
いては現在作成中
である。 
・初期対応訓練や
避難訓練時には、
各学部等で経路や
報告方法について
共通理解をはかっ
て実施している。 
・事後アンケート
も実施し、改善に
努めている。 

・職員の危機
管理意識の向
上を目指し、
ヒヤリハット
報告の目標件
数を年間１０
０件とし、全
職員で共通理
解が必要な事
例については
報告する機会
を設定する。 

・職員に積極
的なヒヤリハ
ット報告を促
すとともに、
全体で確認が
必要な案件に
関しては、朝
会等で報告を
行い、全体で
情報を共有す
る。 
・年間２回、
ヒヤリハット
事例の分析を
行い、事例の
傾向や具体的
対策について
報告する機会
を設定する。 

Ｂ ・ヒヤリハットの
データベースをGoo
gleドライブにあげ
ることで、職員が
いつでも確認でき 
るようにしている。 
・ヒヤリハットの
報告が挙がった際
には、朝会等で報
告することで情報
を共有することが
できた。 
・前期の事例の分
析を行い、職員へ
の周知を行った。 
・昨年度から入力
方法が変わったこ
ともあり、報告件
数は１２月時点で
２６件と減少して
おり、目標にはと
どいていない。 

地域連
携(ｺﾐｭﾆ
ﾃｨ･ｽｸｰﾙ
など) 

総合型ｺﾐｭ
ﾆﾃｨ･ｽｸｰﾙ
による地
域との連
携 
 

ｺﾐｭﾆﾃｨ･ｽｸｰﾙの円
滑な運営 

・学校運営協
議会において
、学校評価や
本校の取組の
検証を行う 

・学校運営協
議会を学期１
回年間３回実
施する。 
・地域、関係
機関との協働
体制を構築す
る。 

Ａ ・今年度は予定通
り３回開催するこ
とができた。 
・委員の方々に本
校の取組を理解し
ていただき、御支
援、御協力をいた
だいている。 

多良木町 福祉子ども避難 ・福祉子ども ・多良木町の Ｂ ・多良木町の防災
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の防災施
設として
の役割 

所として多良木
町と連携体制の
整備 

避難所として
の役割を明確
にする。 

防災担当者と
情報共有を行
い、役割の明
確化、関係機
関との連携強
化を図る。 

担当者と、本校の取
組みや多良木町の
防災の取組みにつ
いての情報共有を
行った。福祉子ども
避難所としての役
割や運営について
は、今後も共通理解
を図りながら連携
に努める。 

保護者・
地域社会
から愛さ
れ支えら
れるパー
トナーシ
ップの充
実 
 

保護者、地域か
ら信頼される学
校づくりの推進 

・学校ホーム
ページのアク
セス数増加を
目指す。 
 
 
 
 

・各種行事や
学習活動の風
景、地域支援
や進路に関す
る情報等ホー 
ムページの内
容の充実と積
極的な情報発
信を図る。 

Ａ ・「最近の球磨支
援学校」、「球磨
支援日記」等、新
たなコーナーを開
設し、ホームペー 
ジを活用した積極
的な情報発信を行
っている。 

・地域、関係
機関への広報
を推進する。 
 
 
 
 
 
 
 
 

・ポスター等
を作成して、
地域、関係機
関等に本校の
教育活動を広
報していく。 

Ａ ・学生ボランティ
ア募集を目的とし
たパンフレットを
作成し、県内だけ
でなく九州内の大
学を訪問し、ボラ
ンティアの募集を
呼びかけている。 
（３人の学生がボ
ランティアとして
活動） 

町内小中
学校との
交流の充
実 

令和６年度多良
木高校跡地への
移転に向けた学
校間交流の推進 

・隣接される
多良木中学校
との交流の充
実を図る。 

・移転後を意
識した交流の
あり方等につ
いて学校間で
意見交換を行
う。 

Ｂ ・コロナの影響か
ら従来どおりの交
流は実施が難しか
った。 
・町内の小学校と
短時間ではあるが
対面での交流を実
施。 
・学校間での交流
に関する意見交換
は実施できていな
い。 

 

４ 学校関係者評価 
○子供たち一人一人に向き合って指導されていることが分かった。視覚的な情報が充実して 

いる。 
○移転時に教室等環境が整うことを願う。 
○移転を機にハード面、ソフト面の充実を。また、移転後隣接する多良木中学校との連携を 

図ってほしい。 
○子供と密なコミュニケーションのもとに、授業が成り立っていることが分かった。 
○教員不足による学校現場の影響がよく分かった。（支援の充実の課題、安全面への配慮な 

ど）ぜひ、職員間での連携をはかり、子供の安心安全に繋げてほしい。 
○学生ボランティア、インターンシップ等、教員志望の学生を増やす取組に、協力したい 
（遠方からの学生の宿泊、青年団による地域案内等） 
○多良木町と連携を図り、こども福祉避難所としての役割や移転後の防災計画について協 

議を進めて必要がある。 

 

５ 総合評価 
１ 本年度の学校教育目標に対する評価 
  学校教育目標の達成を目指し、各学部では学部目標、「めざす児童・生徒像」を設定し、

一人一人の教育的ニーズに応じた教育の実践に全職員で取り組んだ。昨年度までと同様、感
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染対策や学校行事における参加者の制限を行いつつも、今年度は少しずつ新型コロナ感染に
注意しながら環境を整え、教育活動を展開してきた。 
本年度の保護者アンケートにおける評価項目「子供は学校生活を楽しんでいる」の回答「よ

く当てはまる」「だいたい当てはまる」が９６％、「学校は、卒業後や将来を見通した進路
指導を行っている」の回答「よく当てはまる」「だいたい当てはまる」が９３％という高評
価が得られたことから、概ね目標は達成できたと考える。 

２ 本年度の重点目標に対する評価 
○児童生徒の実態や教育的ニーズに応じた指導・支援の充実を図るために、授業を撮影し校 
内授業参観期間を設定し、学部を超えて相互に学ぶことで授業改善、指導力の向上に繋げる 
ことができた。また、昨年度見直しを行った「個別の教育支援計画」、「個別の指導計画」 
が定着し、適切な指導や必要な支援に役立っている。 
○将来の自立と社会参加を目指したキャリア教育の推進を図るため、小学部段階から高等部 
まで一貫性のある教育内容の充実、教職員の専門性の向上、関係機関と連携した進路相談・ 
支援体制・現場実習等の充実に取り組んだことで、一人一人の希望に合った進路実現ができ 
た。 
○交流及び共同学習については、今年度も従来通りの実施が難しい状況で、オンラインによ 
る間接交流となった。校舎移転を見据え、次年度以降のあり方を現在検討している。特に、 
同じ町内の小中学校との交流及び共同学習については、内容の充実を図っていく。 
○今年度は特にＩＣＴ教育の充実・実践に学校全体で取り組んだ。児童生徒のＩＣＴ活用環 
境の整備、教職員のＩＣＴ活用に関する計画的な研修、ＩＣＴ支援員の活用等を実施したこ 
とで、校内の情報化を飛躍的に進めることができた。 
○家庭、地域、関係機関との連携した教育活動については、学校ホームページに新たなコー 
ナーを立ち上げ、更新頻度を高めるなどして積極的な情報発信を行った。また、学校運営協 
議会等を通して関係機関へも本校の現状を伝えたことで、本校への理解、協力が深まった。 

３ 自己評価総括表 
  学校評価の観点を２９項目設定した。１２評価(十分達成できている)が１２項目、Ｂ評価 

(概ね達成できている)が１７項目、Ｃ評価(やや不十分である)、Ｄ評価(不十分である)はな 
いという結果であった。それぞれの評価項目における成果と課題をふまえ、今後の学校運営 
及び教育活動の改善に生かしていく。 

 

６ 次年度への課題・改善方策 
校訓「元気で 仲よく 根気よく」のように、子どもたちが安心安全に学校生活を送ること

ができるよう、教職員においては人権感覚の涵養、ＩＣＴ機器の活用等、研修を通して専門性
の向上に努めていく。来年度以降も、今年度進めてきたＩＣＴ教育の充実を継続し、教職員の
活用能力を向上させ、児童生徒の学習活動において還元していきたい。また、校務の情報化が
進んだが、業務の縮減や勤務時間外の業務削減に繋がっていない。今後は、計画的な業務改善
を行い、職員の負担軽減に繋がるような働き方改革を実現していきたい。 

 


